
AI CURATED NEWS · 日本のAIニュース

AIが「従業員」と「現場」と「景気」
を動かし始めた
働き方、ものづくり、経済。いま読むべき3本。

AIをめぐるニュースを、期待とリスクの両面から読む。画像はイメージ。

昨日の日本のAIニュースから、働き方・ものづくり・経済の3本を厳選した。

従業員 — HENNGEの新会社

人間の役員2名とAIで日々の業務を運営。責任と雇用の設計が問われる。

現場 — 日立とファナックの提携

ロボットが周囲を見て判断する工場へ。人手不足への期待と、事故を防ぐための安全性が焦点
になる。

景気 — 日銀短観の改善

AIと半導体需要が製造業を支える。ただし、好調の広がりと企業間の体力差は分けて見たい。



AI CURATED NEWS · 働き方

HENNGE、人間の役員2名とAIだけで動く
新会社を設立

AIによる業務と人間の管理。画像はイメー
ジ。

ニュース要約

IT企業のHENNGEが、一般社員を雇わず、人間の役員
2名とAIで日々の業務を行う新会社を設立。AIが自ら
考えて仕事を進め、人間は最終的な管理のみを担う。

なぜ重要か — 「道具」から「従業員」へ

実際の上場企業が始めた点に意味がある。AIが従業員として自ら働くことで、デスクワークの
現場を根本から変えうる一歩だ。

The Good · 止まらない運営の可能性

人件費やオフィス維持費を大幅に抑え、24時間365日止まらない運営の可能性がある。

The Bad · 判断の責任が曖昧になる

AI同士のやり取りで誤判断や情報漏洩が起きたとき、誰がどう責任を取るか。運営ルールが追
いついていない。

The Ugly · 仕事そのものが消える問い

事務職や管理職の仕事そのものが不要になりうる現実を突きつけた。

出典：HENNGE公式発表、ITmedia AI+の報道
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AI CURATED NEWS · ものづくり

日立とファナックが提携、工場を自律化する
「現実世界で動くAI」へ

判断して作業する産業用ロボットへ。画像は
イメージ。

ニュース要約

日立製作所と産業用ロボット大手ファナックが提携。
工場でロボットが周囲を見て自ら判断し、熟練職人の
ように作業する仕組みの実用化を目指す。

なぜ重要か — AIの判断が機械の動きになる

AIの活躍の場が、文章や画像を作る画面から機械やロボットを直接動かす世界へ広がる。人手
不足と熟練技術の継承という国内工場の課題への一手だ。

The Good · 複雑な作業を自動化できる

複雑な組み立てや部品準備が自動化され、日本のモノづくりの強みが再び高まる。

The Bad · ミスが物理的な被害になる

AIの見間違いや判断ミスが、機械の破損や人命に関わる事故につながる恐れがある。

The Ugly · 技術を残しても役割は失われうる

職人の勘や技術がデータ化・再現され、現場の技術者の役割が失われかねない。

出典：ファナック公式発表、AI Watchの報道
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AI CURATED NEWS · 日本経済

日銀短観、大企業・製造業の景況感が改善。
支えはAIと半導体

AI需要を支えるデータセンター。画像はイメ
ージ。

ニュース要約

日本銀行の最新調査で大企業・製造業の景気実感が改
善。AI普及を背景に、先端半導体やデータセンターへ
の注文が急増している。

なぜ重要か — AI需要が景気実感に届く

AIがIT業界の流行にとどまらず、日本経済と大手メーカーの業績を押し上げる原動力であるこ
とが、公的統計で示された。

The Good · 投資が次の需要を生む

AI・半導体への投資が製造業全体を押し上げ、企業の設備投資を促している。

The Bad · 好調の柱が偏っている

好調が特定分野に偏り、ハイテクブームが落ち着くと景気が一気に冷える危険がある。

The Ugly · 景気回復の実感に差が出る

恩恵を受ける一部企業と、原材料高や電気代高騰に苦しむ中小企業・サービス業との体力差が
拡大する。

出典：読売新聞の報道
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